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１．研究の背景と目的 

現在，新規に交通施設整備を行う際，費用便益分析の実施が義務付けられて

いる．交通整備の便益計算は，所要時間の短縮がもたらす便益の計測が基軸で

あり，そのため時間価値の正確な推定が必要となる． 

時間価値はトリップ別に推定されることが一般的であるが，これまでの都市

交通の研究では，通勤･通学が対象になることが多く，都市交通整備が大きな貢

献をもたらす日中の業務交通及び業務活動について十分研究が進められていな

い． 

よって，本研究では業務活動に着目した行動分析を行い，時間価値を計測す

る上での研究課題を検討することを目的とする． 

２．追従調査の概要 

 わが国では現在，交通実態調査としてパーソントリップ調査が行われている．

この調査方法は，ある特定の 1 日に行ったトリップを順番に書き込む方式であ

る．これに対して，アクティビティーダイアリー調査と呼ばれる 1 日の活動内

容を時間を追って順番に書き込んでもらう方式の調査方法がある．この調査方

法は活動内容と交通行動の関係を把握できる特徴をもっている．しかし，この

調査方法は回答者に負担が大きいなど問題も多い． 

本調査では業務活動の正確かつ詳細なアクティビティーダイアリーデータを

作成するために，特定した被験者((財)計量計画研究所の毛利雄一室長)を 11月

6日(月)～10日(金)の 5日間，追従して調査を行った．この追従調査では筆者

が被験者を逐次観察し，さらに被験者の位置情報と時刻を把握するため，オフ

ライン PHS を携帯してもらった．この調査によって，図－１に示す様なダイ

アリーデータを作成し，１分単位で業務行動を把握して活動内容，各活動内容

の活動時間，コミュニケーションを交えた人のデータを取得した． 

３．調査結果・考察 

 各活動内容と活動時間に着目して分析を行い，明らかになったことを以下に

示す．なお，以下で使用する「平均活動時間」という語は，連続して行われた

同一の活動内容に費やした時間の日平均を指している． 

・ 図－２より着席してたった 1 分間で行っていた活動だけで全体の 45％にも

及ぶ．また，各活動別に見れば，「資料を見る･書く」は 3 分以内に 80％が完

了しているのに対し，「パソコン(PC)」は 6 分以内で 80％が完了しているな

ど各活動によって平均活動時間が違っていることがわかる． 

・ 図－３より調査日ごとみると 7 日，8 日の平均活動時間が長くなっている．

これは，7 日，8 日は会社での滞在時間が長く平均活動時間も長くなってお

り，比例関係にあることが分かった． 
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図－３ 日付別時間累積分布 
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図－２ 各活動時間の累積分布 

・ 1 週間の行動パターンを図－４に示す．午前の打ち

合わせ開始時刻が平均 10:52，標準偏差 0:16，午後

の打ち合わせ開始時刻が平均 15:50，標準偏差が

0:23 と打ち合わせの開始時刻が一定していた． 

 以上より毛利氏の業務活動は１分～５分という短い

時間の積み重ねで行われていて，使える時間が多いほ

ど 1 つの活動に長く時間を割いていると考えられる．

そして，特定の業務活動は一定の時刻から始まり一定

の時間内で行っており，規則性が存在することが確認

できた．さらに，1 週間単位で活動を見ると活動は少

なくとも 24時間サイクルではないことが分かった． 

４．業務活動の行動決定プロセスの検討 

 この調査結果をもとに，毛利氏に活動時間の意思決

定ルールをインタビューしたところ 1 日の予定を決定

する際に，最初に打ち合わせ時刻を決めた後，業務活

動時間を決定し，残りの時間を他の活動に配分してい

るとの回答が得られた． 

このインタビュー結果をもとに業務活動の決定プ

ロセスを図化したものが図－５である．打ち合わせの

設定は，まず目的(情報交換，依頼や指示，日程調整)

があり，自分(属性，時間，場所)と相手(属性，時間，

場所)を統合した情報を自己の選択基準(確実性，情報

量，容易性などの効用)を基に判断していると考えられ

る．そして，業務時間と業務時間外の予定の決定は自

分の持っている知識・情報(経験，学習したこと)と状

況･環境(現在の場所，仕事の進み具合など)を統合した

情報をやはり選択基準によって判断していると考えら

れる． 

５．時間価値計測に関する課題 

 活動決定プロセスをもとに時間価値計測についての

課題を抽出した． 

(１)今後整備される都市交通は，従来の整備に比べて

時間短縮量が少ない．このような微少な時間短縮

の効果計測方法の研究が必要である． 

(２)個人の行動は相手の時間的，空間的な制約が影響

しているため，相手の影響を考慮した行動モデル

を検討する必要がある． 

６．まとめ 

本研究によって個人の正確な業務活動行動を把握

することができ，このデータの基礎的な解析結果にも

とづいて，業務活動のおける正確な時間価値を計測するための課題をいくつか抽出することができた． 
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図－５ 業務活動の活動決定プロセス 
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図－４ 被験者の 1週間の行動 


